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Ａ．研究目的 
初年度に続き、小児慢性腎臓病（小児CKD）の長期

疫学研究を継続し、本邦における小児CKDステージ
3～5の予後を明らかにすることを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
継続的に研究協力いただいている医療機関119施

設（対象患者447名）に対し、年次調査票を送付し、
回収した。本年度は、腎性貧血の新規治療薬が増え
てきていることを踏まえ、腎性貧血に関する調査項
目を追加した。 
対象患者447名の現況確認として、身長、体重、

血清クレアチニン、尿中クレアチニン、尿中蛋白定
量の調査項目を作成した。また、初めてエンドポイ
ント（腎代替療法または死亡）を迎えた患者には、
直前のデータ（身長、血清クレアチニン、尿中クレ
アチニン、尿中蛋白定量）に関する調査項目を作成
した。 
腎性貧血の現況として赤血球数、ヘモグロビン、

ヘマトクリット、網状球、アルブミン、CRP、鉄、不
飽和鉄結合能、総鉄結合能、フェリチン、インタク
トPTH、葉酸、ビタミンB12、総カルニチン、遊離カ
ルニチンの調査項目を作成した。さらに、腎性貧血
治療として、赤血球輸血、鉄剤、赤血球造血刺激因
子製剤の使用状況を確認する項目を作成した。 
（倫理面への配慮） 
患者の個人情報は調査施設毎に連結可能匿名化

し、事務局で特定できないようにすることで、倫理
面に配慮している。また、本研究は今年度の変更点

に関しても北里大学による倫理審査を受け、承認済
みである（承認番号B19-087）。 
 
Ｃ．研究結果 
2023年4月7日現在、施設ベースで46.3%、症例ベ

ースで34.9%の回収率である。 
 
Ｄ．考察 
小児CKD領域に関して本邦初の前向きコホート研

究であり、これまでに多くの成果を残している。小
児CKDステージ3～5の約6割が先天性腎尿路異常
（CAKUT）であること（Ishikura K. NDT 2013）、
小児CKDステージ4を過ぎると腎機能障害の進行が
加速すること（Ishikura K. NDT 2014）、成長障害
は小児CKDステージ3を過ぎると悪化すること
（Hamasaki Y. CEN 2015）、膀胱尿管逆流はCKDの
進行への影響が乏しいこと（Ishikura K. PN 2016）、
早産・低出生体重児はCKDと関連すること（Hirano 
D. NDT 2016）など、多くのエビデンスを輩出して
きた。 
昨年度調査で11年間の腎生存率を算出し、CAKUT

群とその他の疾患群とに大別して比較すると、CKD
ステージ3aでも両群の差が狭まってきていること、
CKDステージ3bでも約半数以上が末期腎不全に進行
していることが明らかとなった（未発表）。今後、
欠測データの回収に努め、より正確な生存時間解析
を行う予定である。 
小児CKD診療において、合併症の1つである腎性貧

血の管理は極めて重要である。新規治療薬の開発・
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62 
 
 

登場により、成人では治療選択肢が増加している。
一方、小児CKDは希少疾患であり、腎性貧血に関す
る治験を考慮する際も、全国規模の協力が欠かせな
い。その第一歩として、本邦小児CKD患者における
腎性貧血の現況を把握することで、今後の適応拡大
に向けた一助となることを期待したい。 
 
 
Ｅ．結論 
年次調査として小児CKD患者の予後調査を行っ

た。また、腎性貧血の現況に関する調査を追加し
た。 
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